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　平成２６年度当初予算が、市議会３月定例会で
議決されました。
　２０１４年は、市制施行６０周年の記念すべき
年であり、これまで先人たちが築き上げてきた
「まちづくりの伝統と精神」を継承しながら、改
めて初心に立ち返り、時代の潮流や市民のニーズ
にも対応した、新たなステージの幕開けにふさわ
しい年にしていきます。
　また、本年が第６次長期総合計画の後期初年度
となることから、引き続き、減災力のあるまちづ
くり、少子化対策、定住促進対策といった、恒久
的な課題に取り組むとともに、協働のまちづくり
に向けた各種事業を積極的に推進します。
　以下、平成２６年度の主要事業の動向、並びに
施策の取り組み等について、内容をご紹介します。

平成26年度当初予算と各種主要事業

2014年は市制施行60周年

新たなステージの幕開けにふさわしい年に
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子
育
て
環
境
の
充
実

　
「
木
の
香
り
漂
う
、
ぬ
く
も
り

の
あ
る
保
育
園
」
を
主
要
コ
ン
セ

プ
ト
に
、
園
児
が
家
族
と
離
れ
て

過
ご
す
初
め
て
の
場
所
と
し
て
、

ま
た
、
保
護
者
が
子
ど
も
を
安
心

し
て
預
け
ら
れ
、
園
児
一
人
ひ
と

り
が
安
全
に
、
か
つ
、
活
き
い
き

と
過
ご
す
こ
と
が
で
き
る
「
第
二

の
住
ま
い
」
と
な
る
こ
と
を
目
指

し
て
、
現
在
、
整
備
を
進
め
て
い

る
再
編
保
育
園
整
備
事
業
は
、
実

施
設
計
が
完
了
し
た
こ
と
か
ら
、

本
年
度
、建
築
主
体
工
事
や
電
気
・

機
械
設
備
工
事
な
ど
に
、
順
次
、

着
手
し
て
い
き
ま
す
。

　

な
お
、
完
成
は
、
平
成
27
年
２

月
末
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

子
育
て
支
援
の
充
実

　

地
域
全
体
で
子
育
て
支
援
を
行

う
こ
と
を
目
的
に
、
未
来
を
担
う

子
ど
も
の
健
全
育
成
や
、
子
育
て

中
の
親
子
の
支
援
に
協
力
し
て
い

た
だ
け
る
人
材
を
養
成
す
る
た

め
、
本
年
度
「
子
育
て
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
養
成
講
座
」を
開
催
し
ま
す
。

　

そ
の
後
、
子
育
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
と
し
て
登
録
し
、
平
成
27
年
度

か
ら
、
市
内
各
所
で
子
ど
も
と
ふ

れ
あ
う
な
ど
、
子
育
て
を
サ
ポ
ー

ト
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
し
て
い

ま
す
。

快
適
な
学
習
環
境
の
推
進

　

甘
利
小
学
校
の
学
校
生
活
に
お

け
る
快
適
な
教
育
環
境
を
確
保
す

る
た
め
、
本
年
度
か
ら
の
三
年
計

画
で
、
大
規
模
改
修
に
取
り
組
み

ま
す
。

　

ま
た
、
児
童
・
生
徒
の
い
じ
め

や
不
登
校
の
問
題
、
学
力
向
上
に

向
け
た
教
育
課
程
の
課
題
な
ど
、

複
雑
・
多
様
化
す
る
昨
今
の
教
育

環
境
下
に
お
い
て
、
課
題
解
決
に

向
け
た
専
門
的
な
指
導
が
求
め
ら

れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
本
年
度
、

教
育
課
内
に
指
導
主
事
一
名
を
配

置
し
、
課
題
の
解
決
、
計
画
目
標

の
確
立
及
び
指
導
体
制
の
強
化
を

図
り
ま
す
。

将
来
を
担
う
子
ど
も
を

の
び
の
び
育
む
ま
ち
づ
く
り

医
療
体
制
の
充
実

　

産
婦
人
科
医
院
の
誘
致
つ
い
て

は
、
県
内
の
医
療
法
人
が
本
年
夏

の
開
院
に
向
け
、
準
備
を
進
め
て

い
ま
す
の
で
、
市
民
が
安
心
し
て

子
ど
も
を
産
み
、
育
て
る
環
境
が

一
日
も
早
く
整
う
よ
う
に
、
積
極

的
に
支
援
し
て
い
き
ま
す
。

福
祉
相
談
窓
口
の
整
備

　

福
祉
に
関
す
る
最
近
の
相
談
内

容
は
複
雑
多
岐
に
わ
た
り
、
そ
の

つ
ど
、
行
政
の
専
門
員
を
は
じ

め
、
民
生
委
員
、
教
育
関
係
者
等
、

多
く
の
相
談
員
が
関
わ
っ
て
い
ま

す
。
こ
の
た
め
一
つ
の
窓
口
で
は

対
応
し
き
れ
ず
、
相
談
者
に
と
っ

て
も
重
い
負
担
と
な
っ
て
い
ま
し

た
。

　

そ
こ
で
、
４
月
か
ら
市
役
所
内

に
「
福
祉
総
合
相
談
支
援
窓
口
」

を
開
設
し
、
社
会
福
祉
士
、
精
神

保
健
福
祉
士
、
保
健
師
の
３
名
が

相
談
専
門
員
と
し
て
常
駐
す
る
こ

と
で
、
一
括
し
て
対
応
が
可
能
な

ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
相
談
体
制
を
整
備

す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、来
庁
相
談
だ
け
で
な
く
、

地
域
や
家
庭
へ
も
出
向
き
、
相
談

者
へ
の
速
や
か
で
、
細
や
か
な
対

応
に
も
努
め
ま
す
。

高
齢
者
福
祉
の
充
実

　

高
齢
者
の
死
亡
原
因
の
上
位
に

あ
る
肺
炎
は
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
で

予
防
で
き
る
こ
と
か
ら
、
満
65
歳

以
上
の
方
な
ど
を
対
象
に
、
肺
炎

球
菌
予
防
接
種
費
用
の
一
部
を
助

成
し
ま
す
。

防
災
・
減
災
体
制
の
強
化

　

昨
年
度
か
ら
実
施
し
て
き
ま
し

た
「
地
域
減
災
リ
ー
ダ
ー
育
成
事

業
」
は
、
現
在
、
受
講
・
認
定
試

験
を
終
え
た
市
民
２
２
０
人
余
り

を
認
定
し
て
い
ま
す
が
、
本
年
度

も
、
継
続
し
て
養
成
講
座
を
開
催

し
ま
す
。
な
お
、
認
定
者
の
ス
キ

ル
ア
ッ
プ
を
図
る
た
め
の
「
減
災

リ
ー
ダ
ー
連
絡
協
議
会
」
を
設
置

し
、
減
災
意
識
の
普
及
・
向
上
に

努
め
る
ほ
か
、
住
民
自
ら
が
地
域

を
守
る
「
共
助
」
の
意
識
を
一
層

拡
充
す
る
た
め
、「
自
主
防
災
組

織
連
絡
協
議
会
」
も
創
設
し
、
相

互
連
携
に
よ
る
情
報
交
換
の
場
と

し
て
活
用
し
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
地
域
の
消
防
団
活
動
を

支
援
す
る
た
め
の
「
消
防
団
活
動

協
力
員
制
度
」
と
、
従
業
員
が
消

防
団
活
動
に
従
事
し
や
す
い
環
境

の
整
備
を
推
進
す
る
た
め
の
「
消

防
団
協
力
事
業
所
表
示
制
度
」
を

再
編
保
育
園
第
１
園

の
完
成
予
想
パ
ー
ス

将来を担う子どもをのびのび育むまちづくり
予算額（千円）

子ども医療費助成事業 119,809
ひとり親家庭医療費助成事業 19,666
児童センター管理運営事業 36,941
児童手当施行事業 512,205
地域子育て支援センター管理運
営事業 25,975

子育てボランティア推進事業 389
子育て世帯臨時特例給付金支給
事業 45,910

母子保健事業 26,512
保育園運営事業 300,969
病児・病後児保育所運営事業 14,736
私立幼稚園奨励補助事業 30,643
指導主事設置事業 9,725
小中学校運営事業 98,698
小中学校施設管理事業 73,792
甘利小学校大規模改修事業 44,792
育英奨学金貸付事業 5,520

誰
も
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
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創
設
し
、
市
民
並
び
に
企
業
の
協

力
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
地
域
消

防
力
の
向
上
に
も
努
め
ま
す
。

　

ま
た
、
韮
崎
東
中
学
校
は
、
地

震
や
台
風
な
ど
の
大
規
模
災
害
時

に
お
い
て
、
地
域
防
災
拠
点
と
な

る
こ
と
か
ら
、
県
の
「
再
生
可
能

エ
ネ
ル
ギ
ー
等
導
入
推
進
基
金
」

を
活
用
し
て
、
太
陽
光
発
電
施
設

と
蓄
電
設
備
を
設
置
す
る
こ
と
に

し
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
よ
り
、
災
害
に
お
け
る

停
電
時
に
お
い
て
も
、
情
報
収
集

等
の
た
め
の
安
定
し
た
電
源
が
確

保
さ
れ
ま
す
。

心
地
よ
い
定
住
環
境
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り

魅
力
あ
ふ
れ
る
ま
ち
づ
く
り

道
路
の
整
備

　

通
学
路
の
安
全
対
策
に
重
点
を

お
き
、
整
備
を
進
め
て
い
る
市
道

藤
井
６
号
線
道
路
整
備
事
業
は
、

文
化
ホ
ー
ル
か
ら
北
東
小
学
校
ま

で
の
、
西
側
の
路
肩
整
備
が
完
了

し
ま
し
た
の
で
、
本
年
度
か
ら
東

側
の
歩
道
整
備
に
着
手
し
ま
す
。

　

ま
た
、
穴
山
町
ふ
れ
あ
い
ホ
ー

ル
へ
の
進
入
路
で
あ
る
市
道
穴
山

22
号
線
は
、
道
路
が
狭
く
、
消
防

車
や
検
診
車
の
通
行
が
困
難
な
状

況
に
あ
る
こ
と
か
ら
、
本
施
設
へ

の
ア
ク
セ
ス
を
向
上
さ
せ
る
た

め
、
本
年
度
か
ら
拡
幅
整
備
を
進

め
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
、
地
域
防

災
の
強
化
を
図
り
、
安
心
・
安
全

な
ま
ち
づ
く
り
に
寄
与
す
る
こ
と

と
し
て
い
ま
す
。

公
共
交
通
網
の
整
備

　

平
成
12
年
に
導
入
し
た
市
民
バ

ス
の
老
朽
化
に
伴
い
、
現
在
運
行

し
て
い
る
す
べ
て
の
路
線
に
、
新

た
な
バ
ス
を
導
入
す
る
こ
と
に
し

ま
し
た
。

　

新
車
輌
は
、
児
童
、
障
が
い
者
、

高
齢
者
に
配
慮
し
た
低
床
バ
ス
を

購
入
し
、
さ
ら
な
る
利
便
性
の
向

上
を
図
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
２
年
間
に
わ
た
り
、
モ

デ
ル
事
業
と
し
て
実
施
し
て
き
ま

し
た
「
高
齢
交
通
弱
者
支
援
モ
デ

ル
事
業
」
に
つ
い
て
は
、
本
年
度

か
ら
新
た
に
「
高
齢
者
タ
ク
シ
ー

利
用
助
成
事
業
」
と
し
て
本
格
的

に
導
入
し
、
公
共
交
通
空
白
地
域

で
あ
る
、
穂
坂
町
の
五
地
区
に
居

住
す
る
高
齢
者
の
社
会
参
加
の
促

進
等
を
積
極
的
に
支
援
し
ま
す
。

農
林
業
基
盤
の
整
備

　

県
営
中
山
間
総
合
整
備
事
業
に

つ
い
て
は
、
本
年
度
に
お
い
て
、

用
地
買
収
、
補
償
等
が
完
了
し
た

地
区
か
ら
、
順
次
工
事
に
着
手
し

ま
す
。
な
お
、
ほ
場
整
備
の
換
地

計
画
、
営
農
飲
雑
用
水
の
工
事
に

つ
い
て
も
、
推
進
協
議
会
と
連
携

し
な
が
ら
進
め
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
県
営
畑
地
帯
総
合
整
備

事
業
に
つ
い
て
は
、
農
業
後
継
者

の
育
成
と
遊
休
農
地
解
消
の
た
め

の
基
盤
整
備
事
業
と
し
て
取
り
組

ん
で
い
る
日
之
城
地
区
に
お
い
て
、

本
年
度
、区
画
整
理
工
事
及
び
農

道
整
備
工
事
を
実
施
し
ま
す
。

　

一
方
、
耕
作
放
棄
地
の
解
消
と

発
生
防
止
の
た
め
の
基
盤
整
備
事

業
と
し
て
取
り
組
ん
で
い
る
大
草

地
区
に
お
い
て
は
、
中
の
割
工
区

の
換
地
原
案
図
の
作
成
、
割
羽
沢

川
へ
の
橋
梁
新
設
、
農
道
整
備
工

事
を
実
施
し
て
い
く
考
え
で
す
。

　

次
に
、
新
た
な
担
い
手
を
確
保

し
、
農
業
振
興
を
図
る
た
め
、
国

の
「
青
年
就
農
給
付
金
制
度
」
に

加
え
て
、
本
年
度
、
市
独
自
の
対

策
と
し
て
、「
新
規
就
農
者
支
援

事
業
助
成
金
」
の
支
給
対
象
年
齢

を
45
歳
か
ら
55
歳
に
拡
大
す
る
こ

と
に
し
ま
し
た
。

商
工
業
の
振
興

　

第
二
期
「
ま
ち
な
か
活
性
化
計

画
」
に
基
づ
き
、
プ
レ
ミ
ア
ム
ふ

れ
あ
い
商
品
券
の
発
行
事
業
や
、

の
れ
ん
を
活
用
し
た
ソ
フ
ト
事
業

等
を
継
続
的
に
実
施
す
る
ほ
か
、

ま
ち
な
か
ミ
ニ
シ
ア
タ
ー
事
業
な

ど
、新
た
な
事
業
に
も
取
り
組
み
、

ま
ち
な
か
へ
の
集
客
に
よ
る
賑
わ

い
の
創
出
に
努
め
ま
す
。

　

ま
た
、
穂
坂
の
ぶ
ど
う
な
ど
、

地
域
の
資
源
を
活
用
し
て
、
全
国

規
模
の
マ
ー
ケ
ッ
ト
を
視
野
に
入

れ
た
、
新
た
な
事
業
計
画
を
策
定

す
る
商
工
会
を
幅
広
く
支
援
し
、

農
商
工
連
携
に
よ
る
新
た
な
特
産

品
の
開
発
や
、
地
域
の
課
題
解
決

心地よい定住環境のあるまちづくり

誰もが安心して暮らせるまちづくり

予算額（千円）

予算額（千円）

環境衛生事業 4,150
浄化槽設置促進事業 34,356
環境教育事業 1,004
廃棄物処理対策事業 66,606
資源リサイクル推進事業 17,738
エコライフ普及促進事業 9,230
持家住宅定住促進助成事業 5,500
住宅リフォーム促進事業 5,000
市民バス運行事業 57,049
赤字バス路線維持対策事業 11,176
高齢者タクシー利用助成事業 3,593
市単独道路整備事業 186,067
市道（穂坂）97号線道路整備事業 1,923
市道（藤井）６号線道路整備事業 30,614
市道（穴山）22号線道路整備事業 20,763
堀切橋拡幅整備事業 47,510
※水道事業 1,466,162
※公共下水道事業 1,473,182

※印は、特別会計・企業会計

※印は、特別会計・企業会計

予防接種事業 83,155
健康診査事業 4,562
がん検診事業 49,543
健康ふれあいセンター管理運営事業 36,080
産婦人科医院誘致助成事業 32,500
みんなで支える地域福祉推進事業 12,354
老人福祉センター管理運営事業 14,395
老人保護措置事業 74,423
臨時福祉給付金支給事業 79,061
重度心身障害者医療費助成事業 129,375
障害者自立支援事業 631,365
消防団運営事業 66,318
災害対策事業 12,136
木造住宅耐震改修促進事業 4,540
生活保護施行事業 328,944
地域雇用推進事業 4,059
※韮崎市立病院運営事業 2,980,134
※国民健康保険運営事業 3,383,955
※後期高齢者医療保険運営事業 269,180
※介護保険運営事業 2,296,497
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人
が
集
う
交
流
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り

に
向
け
た
取
り
組
み
を
協
働
で
実

施
し
ま
す
。

生
涯
学
習
の
推
進

　

地
球
温
暖
化
の
影
響
等
に
よ
り
、

近
年
、
夏
季
に
猛
暑
日
が
連
続
す

る
こ
と
か
ら
、
生
涯
学
習
の
拠
点

で
あ
る
地
区
公
民
館
で
の
熱
中
症

等
の
リ
ス
ク
を
回
避
し
、
地
域
住

民
が
快
適
か
つ
安
心
し
て
活
動
に

専
念
で
き
る
よ
う
、
す
で
に
設
置

済
み
の
韮
崎
、
穴
山
を
除
く
、
全

地
区
公
民
館
の
小
会
議
室
や
和
室

に
エ
ア
コ
ン
を
設
置
し
ま
す
。

観
光
基
盤
の
整
備

　

Ｊ
Ｒ
東
日
本
と
の
協
議
が
整
い
、

本
年
度
、
韮
崎
駅
構
内
法
面
の
お

よ
そ
６
８
０
平
方
メ
ー
ト
ル
の
エ

リ
ア
に
、
約
１
３
０
０
本
の
ツ
ツ

ジ
を
植
栽
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　

韮
崎
駅
前
広
場
の
整
備
と
も
相

ま
っ
て
、
開
花
時
に
は
本
市
の
玄

関
口
に
ふ
さ
わ
し
い
修
景
が
広
が

り
、
市
民
並
び
に
本
市
を
訪
れ
る

観
光
客
等
の
目
を
楽
し
ま
せ
て
く

れ
る
こ
と
に
期
待
し
て
い
ま
す
。

　

次
に
、
甘
利
山
広
河
原
駐
車
場

へ
の
ト
イ
レ
の
新
設
に
つ
い
て
で

あ
り
ま
す
が
、
本
年
度
、
南
ア
ル

プ
ス
が
エ
コ
パ
ー
ク
に
登
録
さ
れ

る
見
込
み
と
な
っ
て
お
り
、
レ
ン

ゲ
ツ
ツ
ジ
の
シ
ー
ズ
ン
を
中
心
に
、

多
く
の
観
光
客
が
訪
れ
る
甘
利
山

も
構
成
エ
リ
ア
に
含
ま
れ
る
こ
と

か
ら
、
既
存
の
休
憩
舎
を
取
り
壊

し
、
跡
地
に
多
目
的
環
境
配
慮
型

ト
イ
レ
を
新
設
す
る
こ
と
に
し
ま

し
た
。

　

こ
れ
に
よ
り
、
自
然
環
境
の
保

全
と
観
光
客
の
利
便
性
向
上
の
両

立
を
図
り
ま
す
。

市
制
施
行
60
周
年
記
念
事
業

　

本
年
10
月
に
開
催
す
る
記
念
式

典
に
お
い
て
、
大
村
智
名
誉
市
民

に
よ
る
記
念
講
演
を
計
画
す
る
ほ

か
、
例
年
の
花
火
大
会
、
ふ
る
さ

と
ま
つ
り
の
規
模
を
拡
大
す
る
な

ど
、
60
周
年
に
ふ
さ
わ
し
い
イ
ベ

ン
ト
と
し
て
、
内
容
の
充
実
を
図

り
ま
す
。

　

ま
た
、
多
く
の
市
民
の
顔
写
真

で
描
く
「
モ
ザ
イ
ク
ア
ー
ト
」
の

制
作
、
本
市
の
イ
メ
ー
ジ
キ
ャ
ラ

ク
タ
ー
「
ニ
ー
ラ
」
の
コ
ン
セ
プ

ト
で
も
あ
る
「
夢
を
か
な
え
る
」

を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
、
市
民
の
願
い

を
募
集
し
、
実
現
可
能
な
願
い
を

実
際
に
形
に
す
る
な
ど
、
新
た
な

取
り
組
み
に
も
意
を
注
ぎ
、
市
民

の
皆
さ
ん
と
喜
び
を
共
有
し
な
が

ら
、
心
に
残
る
企
画
を
展
開
し
て

い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
耕
作
放
棄
地
へ
の
花
の

植
栽
や
町
内
適
地
へ
の
わ
に
塚
の

桜
・
後
継
樹
の
植
樹
な
ど
、
「
花

と
歴
史
、
文
化
が
融
合
し
た
ま
ち

づ
く
り
事
業
」
を
、
神
山
町
の
皆

さ
ん
と
の
協
働
で
実
施
し
ま
す
。

サ
ッ
カ
ー
の
ま
ち
と
し
て

　

南
関
東
４
都
県
で
開
催
さ
れ
る

「
全
国
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会
」

（
大
会
ス
ロ
ー
ガ
ン
＝
君
の
汗　

輝
く
一
滴　

勝
利
の
雫
）
で
は
、

本
市
を
サ
ッ
カ
ー
競
技
の
メ
イ
ン

会
場
と
し
て
、
全
国
か
ら
55
チ
ー

ム
を
お
迎
え
し
、
８
月
１
日
の
開

会
式
か
ら
７
日
の
準
決
勝
ま
で
、

韮
崎
中
央
公
園
を
中
心
に
熱
戦
が

繰
り
広
げ
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
て

い
ま
す
。

　

大
会
期
間
中
は
、
す
べ
て
の
関

係
者
に
満
足
し
て
い
た
だ
け
る
運

営
と
お
も
て
な
し
に
心
が
け
、『
サ

ッ
カ
ー
の
ま
ち　

に
ら
さ
き
』
の

名
を
全
国
に
発
信
し
て
い
く
こ
と

に
し
て
い
ま
す
の
で
、
皆
さ
ん
の

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、大
会
に
際
し
ま
し
て
は
、

地
元
の
高
校
が
県
予
選
を
勝
ち
あ

が
り
、
市
民
の
皆
さ
ん
と
と
も
に

歓
喜
に
沸
き
上
が
る
大
会
と
な
り

ま
す
こ
と
を
、
大
い
に
期
待
し
て

い
ま
す
。

　

ま
た
、
本
年
は
４
年
に
一
度
の

ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
が
、
ブ
ラ
ジ
ル

で
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

激
闘
の
ア
ジ
ア
予
選
を
勝
ち
抜

い
た
サ
ッ
カ
ー
日
本
代
表
が
、
世

界
の
強
豪
と
の
戦
い
に
挑
み
ま
す
。

　

本
市
で
は
、
前
回
大
会
と
同
様

に
、
日
本
代
表
の
試
合
を
多
く
の

市
民
と
と
も
に
応
援
す
る
べ
く
、

パ
ブ
リ
ッ
ク
ビ
ュ
ー
イ
ン
グ
を
開

人が集う交流のあるまちづくり

魅力あふれるまちづくり

予算額（千円）

予算額（千円）

韮崎市民交流センター管理運営事業 67,718
文書管理事業 23,443
事務事業外部評価実施事業 153
広聴広報事業 24,836
男女共同参画社会づくり事業 1,442
地区活動推進事業 23,739
国際交流事業 4,451

県営畑地帯総合土地改良事業 53,760
小土地改良事業 83,985
農業体質強化基盤整備促進事業 40,010
県営経営体育成基盤整備事業 18,000
県営中山間地域総合整備事業 45,071
農業施設防災・減災推進事業 12,651
新規就農者支援事業 27,630
まちなか活性化推進事業 20,077
農商工連携推進事業 600
観光施設管理事業 21,377
武田の里まつり補助事業 18,410
歴史と景観のまちづくり事業 3,426
地区公民館管理運営事業 38,028
市立図書館管理運営事業 57,638
全国高校総体開催事業 8,639
史跡新府城跡環境整備事業 11,799
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催
す
る
予
定
に
し
て
い
ま
す
。
キ

ッ
ク
オ
フ
の
時
間
帯
が
早
朝
と
な

り
ま
す
の
で
、
関
係
団
体
と
調
整

し
な
が
ら
、
韮
崎
市
か
ら
ブ
ラ
ジ

ル
に
向
け
て
、
熱
い
声
援
を
届
け

た
い
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、市
民
交
流
セ
ン
タ
ー「
ニ

コ
リ
」
に
お
い
て
、
日
本
代
表
の

選
手
の
写
真
な
ど
を
パ
ネ
ル
掲
示

し
、
日
本
代
表
の
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ

プ
の
軌
跡
を
紹
介
し
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

様
々
な
情
報
の
発
信

　

本
市
の
観
光
や
イ
ベ
ン
ト
、
市

民
生
活
に
直
結
す
る
市
の
施
策
に

関
す
る
情
報
の
ほ
か
、
そ
の
時
々

の
話
題
を
タ
イ
ム
リ
ー
に
情
報
発

信
す
る
た
め
、
市
民
交
流
セ
ン
タ

ー
内
に
Ｆ
Ｍ
八
ヶ
岳
の
サ
テ
ラ
イ

ト
ス
タ
ジ
オ
を
誘
致
す
る
こ
と
に

し
ま
し
た
。

　

な
お
、
Ｆ
Ｍ
八
ヶ
岳
の
放
送
エ

リ
ア
が
、
ほ
ぼ
市
内
全
域
を
カ
バ

ー
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
今
後
、

災
害
時
な
ど
に
お
け
る
緊
急
情
報

の
伝
達
手
段
と
し
て
も
、
大
き
な

効
果
を
発
揮
す
る
も
の
と
考
え
て

い
ま
す
。

移
住
・
定
住
の
促
進

　

本
年
度
は
、
県
内
自
治
体
や
住

宅
関
連
企
業
、
金
融
、
広
告
業
な

ど
で
構
成
さ
れ
る
『
や
ま
な
し
移

住
・
交
流
推
進
協
議
会
』
に
加
盟

し
、
こ
れ
ら
関
係
団
体
等
と
の
連

携
を
密
に
図
り
な
が
ら
、
よ
り
一

層
の
移
住
・
定
住
の
促
進
に
努
め

ま
す
。

　

ま
た
、
若
者
の
移
住
を
積
極
的

に
受
け
入
れ
、
活
力
に
満
ち
た
魅

力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る

た
め
、
新
た
に
本
市
へ
就
職
を
目

的
に
転
入
す
る
若
者
に
対
し
、
就

労
後
一
年
を
経
過
し
た
時
点
で

10
万
円
を
支
給
す
る
「
若
者
定
住

就
職
奨
励
制
度
」
を
新
設
す
る
こ

と
に
し
ま
し
た
。

　

よ
り
多
く
の
若
者
の
、
本
市
へ

の
定
住
促
進
に
繋
が
る
こ
と
を
期

待
し
て
い
ま
す
。

健
全
な
行
政
活
動
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り

社
会
保
障
・ 

税
番
号
制
度
へ
の
対
応

　

昨
年
５
月
、
国
会
に
お
い
て
可

決
・
成
立
し
た
「
社
会
保
障
・
税

番
号
制
度
」
は
、
平
成
27
年
10
月

か
ら
の
個
人
番
号
の
付
番
・
通

知
、
平
成
28
年
１
月
か
ら
の
利
用

と
カ
ー
ド
交
付
と
い
っ
た
、
今
後

の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
が
示
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

こ
れ
に
伴
い
、
本
年
度
に
は
番

号
制
度
対
応
シ
ス
テ
ム
の
構
築
が

必
要
不
可
欠
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

現
行
の
基
幹
系
シ
ス
テ
ム
を
新
シ

ス
テ
ム
に
更
新
し
ま
す
。

　

引
き
続
き
、
国
及
び
県
と
の
情

報
共
有
に
よ
り
、
円
滑
か
つ
適
正

な
運
用
管
理
に
努
め
ま
す
。

健全な行政活動によるまちづくり

職員研修事業 4,902
行政改革推進事業 62
賦課徴収事業 38,566
情報システム管理事業 314,642

予算額（千円）

　

肺
炎
球
菌
は
、
肺
炎
を
引
き
起

こ
す
原
因
と
な
る
病
原
体
の
一
つ

で
、
特
に
高
齢
者
が
発
症
す
る
と

重
症
化
す
る
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

　

市
で
は
、
肺
炎
球
菌
を
起
因
と

す
る
、
肺
炎
の
発
症
及
び
重
症
化

を
予
防
す
る
こ
と
を
目
的
に
、
予

防
接
種
費
用
の
一
部
を
助
成
し
ま

す
。
早
め
に
接
種
を
受
け
る
よ
う

に
し
、
予
防
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

■
対
象
者

◇
接
種
日
現
在
65
歳
以
上
の
方

＊
実
施
期
間
中
に
65
歳
の
誕
生
日

を
迎
え
る
方
は
、
誕
生
日
の
前

日
か
ら
対
象
に
な
り
ま
す
。

◇
接
種
日
現
在
60
歳
以
上
65
歳
未

満
の
方
で
、
心
臓
や
腎
臓
、
呼

吸
器
の
機
能
ま
た
は
ヒ
ト
免
疫

不
全
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
免
疫
の

機
能
障
害
が
あ
る
方

＊
市
内
に
住
所
を
有
し
、
市
税
等

の
滞
納
が
な
い
方

＊
過
去
５
年
以
内
に
肺
炎
球
菌
ワ

ク
チ
ン
の
予
防
接
種
を
受
け
て

い
な
い
方

＊
予
防
接
種
に
係
る
費
用
に
対
し

健
康
保
険
の
適
用
の
な
い
方

■
実
施
期
間　

４
月
１
日
（
火
）

　

〜
平
成
27
年
３
月
31
日
（
火
）

■
申
請
方
法

　

助
成
を
希
望
す
る
方
は
、
健
康

保
険
証
及
び
印
鑑
を
ご
持
参
の
う

え
、
保
健
課
窓
口
に
て
申
請
し
て

く
だ
さ
い
。
申
請
後
に
予
診
票
を

交
付
し
ま
す
。

※
生
活
保
護
を
受
給
の
方
は
、
生

活
保
護
受
給
者
証
明
書
の
提
出

が
必
要
で
す
。

■
助
成
額

　

接
種
費
用
の
１
／
２

　
（
上
限
４
千
円
、
１
０
０
円
未

　

満
切
捨
）

※
差
額
は
、
医
療
機
関
の
窓
口
に

て
自
己
負
担
と
な
り
ま
す
。

※
助
成
は
１
人
１
回
限
り
。　

※
指
定
医
療
機
関
以
外
で
接
種
し

た
場
合
は
、
原
則
全
額
自
己
負

担
と
な
り
ま
す
。

■
接
種
場
所　

指
定
医
療
機
関

※
申
請
時
に
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

■
接
種
ま
で
の
手
続

①
保
健
課
窓
口
に
て
申
請

②
指
定
医
療
機
関
に
予
約

③
接
種
日
が
決
ま
り
ま
し
た
ら
、

　
『
予
診
票
』に
必
要
事
項
を
記
入

④
接
種
当
日
は
、
予
診
票
・
保
険

　

証
等
を
お
持
ち
の
う
え
接
種

■
お
問
い
合
わ
せ
・
お
申
し
込
み

　

保
健
課
健
康
増
進
担
当

　
（
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
）

　

☎
２
３－

４
３
１
０

高
齢
者
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
接
種
費
用
の

一
部
助
成
を
開
始
し
ま
す


